
4月4日（土）　2026年度春季リーグ戦第１節１回戦

【試合結果】

1 2 3 4 5 6 7 8 9 計

阪公大 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

奈学大 0 0 0 0 3 0 0 1 X 4

【打者成績】 【打者成績】
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1 中 根来 4 4 1 0 1 二 河原 4 3 1 0

2 遊 林 3 4 1 0 2 一 上田 4 3 0 1

3 二 田中大 3 4 1 0 3 中 小南 3 3 0 1

4 一 菱田 3 4 0 0 4 左 森 4 3 1 1

5 指 田中創 4 3 1 0 5 右 南 2 3 0 0

6 三 越智 2 3 0 0 右 中條 2 0 – 0

打 荻沢 3 1 0 0 6 三 北峯 4 4 1 0

7 右 野田 3 4 3 0 7 指 丸本 3 2 0 0

8 捕 小田 3 2 0 0 打指 門野 3 1 0 0

打 中澤 2 1 1 0 打指 西浦 3 1 0 0

9 左 川上 2 2 0 0 8 捕 石井 4 3 0 0

打 前田 4 1 0 0 9 遊 川鯉 2 3 2 0

左 上岡 3 1 0 0 投 矢川 4 – – –

投 吉岡 4 – – – 三振 四死球 犠打・犠飛 併殺打 盗塁 打数 安打数 打点

宮田 3 – – – 8 3 2 0 0 29 5 3

片山 4 – – –

三振 四死球 犠打・犠飛 併殺打 盗塁 打数 安打数 打点

11 1 1 0 2 34 8 0
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【投手成績】 【投手成績】
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吉岡 4 2/3 81 21 19 3 4 2 3 0 矢川 9 150 36 34 8 11 1 0 0

宮田 2 1/3 35 9 7 1 2 1 0 0 合計 9 150 36 34 8 11 1 0 0

片山 1 17 4 3 1 2 0 1 1

合計 8 133 34 29 5 8 3 4 1

【戦評】

いよいよ春季リーグ戦が開幕。これまで積み重ねてきた成果を発揮し、「黎明」への一歩を刻むべく初戦に臨みました。

初回、先頭の根来（経４・府立生野）が安打で出塁すると、すかさず盗塁を成功させ、無死二塁のチャンスを作ります。しかし、後続が打ち取られ、先制点には繋がりません。

２回表、二死から野田（現３・須磨学園）が安打を放つも、後が続かず、無得点に終わります。

本日の先発は吉岡（法４・大阪明星）。初回から相手打線を三者凡退に抑えると、続く２回にも三者凡退に抑える安定した立ち上がりを見せ、相手打線に出塁を許しません。

３回裏、テンポ良く二死を奪うも、その後二連打を浴び、一二塁のピンチを背負います。しかし、落ち着いた投球で後続を打ち取り、無失点で切り抜けます。

４回表、先頭の田中大（経３・彦根東）が安打で出塁するも、後が続かず得点圏へ走者を進めることができません。

５回には野田が本日２本目の安打で出塁すると、続く小田（医３・一条）の送りバントで一死二塁とチャンスを広げます。しかし、後の打者が連続三振に倒れ、得点とはなりません。

その裏、先頭打者に安打を許すと、味方の失策も絡み、一死満塁のピンチを招きます。ここで三振を奪い二死とするも、連続四球による押し出しで２点を失います。ここで吉岡に代わって宮田（工３・倉敷青陵）がマウンドを任され

ます。さらなる四球で１点を失いますが、しっかりと後続を打ち取り、追加点を許しません。

反撃を試みる攻撃は７回、先頭の田中創（法４・金沢桜丘）の安打に続き、またも野田が安打を放ち出塁します。しかし、この回でも三塁まで走者を進めることができず、得点には至りません。８回には、林（工３・大阪明星）が安

打で出塁し、盗塁を決めるも、あと一本が出ず無得点に終わります。

８回裏からは、片山（生４・府立池田）が登板します。先頭打者に安打を許すと、一死二塁から暴投が重なり、さらに１点を追加されますが、最少失点で切り抜けます。

最後の攻撃となる９回表、田中創が四球を選ぶと、代打中澤（工２・丸亀）の安打で二死一二塁とします。しかし、あと一本が出ず無得点のまま試合終了。０－４で敗戦いたしました。


